　　定例記者会見資料７月６日（金）午後４時

●平成２４年第７回臨時会の招集について
　本日、本年第７回目となる町議会を招集する旨の告示をいたしました。
　付議する議案は、３件であります。

まず、新たに災害危険区域の指定を行うための条例改正案、そして、東日本大震災により被災した漁港のうち、今回、韮浜漁港及び荒砥漁港について、復旧工事に係る仮契約を締結いたしたことから、当該請負契約の締結、２件について、議会の議決を求めるものであります。

今回、新たに災害危険区域に指定するため、提案した地区は、滝浜地区、長清水地区、及び荒砥地区の３地区であります。

町としては、被災された町民の皆様方の生活再建を進めるため、本年９月までを目標として、対象となるすべての地区について、災害危険区域の指定を行うことといたしております。今後においても、被災された地域の方々との合意形成が整ったところから、順次、災害危険区域の指定を行っていく考えであります。

●南三陸町復興整備協議会の開催について
　次に、７月３日、第１回南三陸町復興整備協議会を県庁において開催いたしましたので、お伝えいたします。

　今回の協議会では、本町の藤浜地区、寄木・韮の浜地区、馬場・中山地区に係る防災集団移転促進事業について協議をいただき、関係省庁から、事業実施についての同意をいただいたところであります。

　今回、関係省庁の同意を得られたことにより、当該地区の集団移転が、いっそう加速するものと考えており、今後とも、準備の整ったところから、順次、協議会への提出を行いたいと考えております。

●一般職任期付職員の採用について
一般職任期付職員の採用についてお知らせいたします。

東日本大震災からの復興に向け、現在職員が一丸となって取り組んでいるところでありますが、復旧・復興に向けた事業量が膨大であることから、迅速な事業の実施に向けては、事業量に見合う職員の確保が大きな課題となっております。

現在、全国の自治体より４３名の派遣職員を受け入れ、復興に向け取り組んでいるところではありますが、現状においても十分とはいえない状況にあります。

そこで、この度、用地関係業務に従事していただく一般職任期付職員を採用することといたします。

主な業務内容は、防災集団移転事業や土地区画整理事業及び道路・漁港の復旧事業に係る用地取得に関する業務となります。

　採用予定人数は１０名程度で、民間企業や公的機関等で用地関係業務に従事した経験がある方が応募要件となっており、学歴、年齢、性別は問いません。

　任期は、今年の１０月１日から平成２６年３月３１日までですが、事業の進み具合で、最大５年間まで延長する場合があります。

　なお、宮城県や東京都の御協力をいただき、７月１６日（月）には県庁１階みやぎ広報室において、７月２１日（土）には東京区政会館において説明会を開催することとしております。
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●病院建設基本計画について
病院建設に向け、病院建設基本計画策定委員会を設置しておりますが、その第１回委員会を７月１３日（金）、午後６時から役場庁舎２階大会議室において開催することとしています。
策定委員は、医療関係者が５名、施設関係者が３名、住
民代表の方が３名、宮城県から１名、町が３名の１５名となっており、基本計画の策定期間は、半年程度を予定しています。

●ふるさと納税について
全国各地の皆様からお寄せいただいたふるさと納税は、平成２３年度分で、５６７件　５３，４５３，６１０円となり、金額は県内市町村の中で最多となっております。平成２２年度分については、３３９件　１１，２９７,０００円であったことから、前の年度を大幅に上回ることとなりました。
南三陸町の復旧・復興のため、全国各地からから心温まる多くのご支援を賜り、心から感謝を申し上げたいと存じます。
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